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令和５年４月30日現在

転入　13人
出生　１人
転出　６人
死亡　２人
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525戸
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　昭和61年の開設以来、体操服と遊び着については、
男の子、女の子という性別で色分けをしておりましたが、
性の多様性を尊重するため、統一した色の服装に変更し
ました。

下北山保育所園児の体操服と
遊び着をリニューアル

下北山保育所園児の体操服と
遊び着をリニューアル

体操服（帽子は組分けで色指定）青・黄・赤・桃組

遊び着  青組



　こ
の
度
の
下
北
山
村
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
村
民
の
皆
様
を
は
じ
め
各
方

面
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
と
温
か
い
ご

厚
情
を
賜
り
、
無
投
票
当
選
の
栄
に
浴

し
、
引
き
続
き
三
度
目
の
村
政
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　下
北
山
村
は
人
口
が
減
少
し
て
も
都

市
と
は
異
な
る
独
自
の
価
値
を
持
っ
て

い
ま
す
。
村
特
有
の
多
様
で
豊
か
な
地

域
資
源
を
活
用
し
、
新
た
な
生
活
の
仕

組
み
作
り
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
興
す
こ
と
が

で
き
る
人
材
育
成
、
人
材
を
呼
び
込
み

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
新
し
い
仕
組

み
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
期
待
と

信
頼
に
お
応
え
す
べ
く
「
住
み
た
い
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
持
続
可

能
な
村
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　今
後
と
も
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　４
月
23
日
執
行
の
下
北
山
村
長
選
挙

に
お
い
て
、
無
投
票
当
選
さ
れ
た
南
正

文
村
長
が
５
月
１
日
に
初
登
庁
さ
れ
ま

し
た
。

　村
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
村
議

会
に
対
し
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
は
こ
の
度
、
改
選
後
の
５
月
臨
時

会
に
お
き
ま
し
て
下
北
山
村
議
会
議
長

に
選
出
を
頂
き
職
責
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
に
余
る

光
栄
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

こ
の
責
務
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　こ
の
４
年
間
、
猛
威
を
ふ
る
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
翻
弄
さ

れ
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
完
全
な
終

息
に
は
至
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
改

め
て
こ
れ
ま
で
の
村
民
の
皆
様
の
ご
労

苦
と
、
ご
心
痛
を
お
察
し
申
し
上
げ
、

感
染
症
拡
大
防
止
へ
の
ご
努
力
に
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　現
在
わ
が
国
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
を
し
て
お
り
ま
す
。

　感
染
症
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
、
温
暖
化
に
よ
る
気
象
変
動
や

災
害
の
増
加
、
そ
し
て
複
合
的
な
要
因

に
よ
る
燃
料
価
格
や
物
価
の
高
騰
と
、

国
民
生
活
や
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
す

様
々
な
出
来
事
が
起
こ
り
、
私
た
ち
の

生
活
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。　そ

の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
本
村

に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
、

国
・
県
道
の
改
良
促
進
、
老
朽
化
し
た

公
共
施
設
の
再
整
備
と
多
く
の
課
題
は

あ
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
が
安
全
・

安
心
に
、
そ
し
て
将
来
を
見
据
え
下
北

山
村
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
、

持
続
可
能
な
村
づ
く
り
の
た
め
に
円
滑

な
議
会
運
営
に
努
め
、
様
々
な
課
題
に

対
し
迅
速
か
つ
的
確
な
政
策
を
実
現
で

き
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　ど
う
ぞ
今
後
と
も
、
皆
様
方
の
温
か

い
ご
支
援
並
び
に
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

下
北
山
村
議
会
議
長
就
任
の
挨
拶

下北山村議会議長

栗本　武平

南
村
政
　
３
期
目
ス
タ
ー
ト

村長　南　正文

　５
月
９
日
（
火
）
午
前
10
時
よ
り
池

の
平
公
園
招
魂
社
に
お
き
ま
し
て
、
第

78
回
「
戦
没
者
招
魂
慰
霊
祭
」
が
、
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　前
日
の
８
日
か
ら
政
府
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
の
分

類
を
２
類
相
当
か
ら
５
類
に
引
き
下
げ

た
た
め
、
４
年
ぶ
り
に
通
常
の
戦
没
者

招
魂
慰
霊
祭
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　当
日
は
曇
り
空
の
合
間
か
ら
日
差
し

が
時
折
降
り
注
ぐ
天
気
模
様
で
あ
り
ま

し
た
。
式
典
は
田
川
副
村
長
の
開
式
の

辞
か
ら
始
ま
り
、
南
村
長
の
式
辞
、
栗

本
武
平
村
議
会
議
長
並
び
に
山
本
洋
遺

族
会
長
の
追
悼
の
辞
に
続
き
、
過
去
の

戦
争
（
西
南
の
役
、
日
清
・
日
露
戦
争
、

第
２
次
世
界
大
戦
等
）
で
犠
牲
に
な
ら

れ
た
二
百
十
三
柱
の
英
霊
の
お
名
前
が

読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参

列
者
全
員
に
よ
る
献
花
、
遺
族
会
会
長

の
謝
辞
、
そ
し
て
式
典
の
最
後
に
、
森

岡
教
育
長
の
閉
式
の
辞
で
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

　南
村
長
は
式
辞
の
中
で
「
悲
し
み
の

歴
史
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
と
決
意

を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
戦
争
の
悲

惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
未
来
へ
と
語
り
継
ぎ
、
恒
久
平

和
の
実
現
に
向
け
努
力
し
て
い
く
こ
と

を
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。」
と
述
べ
ら

れ
、
私
た
ち
も
平
和
の
大
切
さ
を
改
め

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
え
る
一
日

で
あ
り
ま
し
た
。

下北山村議会・委員会構成 令和5年5月2日現在

令
和
５
年
度（
第
78
回
）戦
没

者
招
魂
慰
霊
祭
が
し
め
や
か

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

南村長の式辞
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　～
空
き
家
で
お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
ぜ
ひ
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！
～

　こ
の
度
、
空
き
家
の
予
防
啓
発
、
利
活
用
を
促

進
す
る
た
め
、
空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る

空
き
家
セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
相
談
会
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

　空
き
家
を
貸
し
た
い
方
、
売
り
た
い
方
、
活
用

を
考
え
て
い
る
方
、
近
い
将
来
空
き
家
に
な
る
物

件
を
お
持
ち
の
方
な
ど
、
空
き
家
の
相
談
に
、
丁

寧
に
お
答
え
し
ま
す
！

　今
後
も
定
期
的
な
空
き
家
相
談
会
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

【
概

　要
】

セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
空
き
家
相
談
会
（
事
前
予
約
制
）

①
寺
垣
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　６
月
10
日
（
土
）

②
浦
向
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　６
月
24
日
（
土
）

各
回
と
も
、

セ
ミ
ナ
ー
（
ビ
デ
オ
）

　13
時
00
分
～
13
時
30
分

個
別
相
談
会

　13
時
45
分
～
（
１
組
30
分
程
）

【
予
約
方
法
】

空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
へ
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

に
て
予
約

電
話

　０
７
４
６
８
（
９
）
０
９
９
２

担
当…

後
岡
（
う
し
ろ
お
か
）

メ
ー
ル a

k
iy

a
co

n
cierg

e@
zeu

s.eo
n

et.n
e.jp

毎年６月は土砂災害防止月間です
～あなたの住んでいる地域は安全ですか？～

　平成23年9月。紀伊半島に台風12号が上陸

し、奈良県でも南部地域を中心に記録的な豪

雨に見舞われました。この台風による降水量

は年間降水量の約６割にも及んだ地域もあ

り、死者・行方不明者24名、全・半壊家屋

118棟という甚大な被害が発生しました。

　このような土砂災害を防ぐために村では、

砂防事業等のほか、土砂災害警戒区域及び特

別警戒区域が記載されたハザードマップを作

製しております。

　このハザードマップは、過去に各家庭に配

布しましたが村のホームページで確認するこ

ともできます。

　また、新たに転入された方や、追加で必要

な場合、下北山村役場で配布しております。

　毎年６月は土砂災害防止月間です。みなさ

んも自分の住んでいる地区が安全かどうかを

確かめ、災害に対する心構えをいま一度見つ

め直して頂きますようお願いいたします。

総務課　消防・防災係　07468-6-0001 土砂災害ハザードマップ※役場にて配布しております。
A2サイズ（594㎜×420㎜）

空
き
家
セ
ミ
ナ
ー・相
談
会
を
開
催
し
ま
す
！【
事
前
予
約
制
】

イ メ ー ジ 画 像

　高齢者の健康を保持・増進し、生活の質（Ｑ
ＯＬ）の向上を図り、健康寿命の延伸を目的と
します。

【健診対象者】75歳・80歳・85歳（4月1日現在）
の奈良県後期高齢者医療加入者

【健診料】無料
【実施期間】６月１日～ 11月30日
【実施方法】一般社団法人奈良県歯科医師会に属

する奈良県の歯科医療機関にて、口腔健診を
実施

【口腔健診の申込み方法】
口腔健診実施歯科医療機関一覧表にある歯科
医療機関へ、事前にご予約いただき、受診当
日に受診券（はがき）※と被保険者証をご持参
ください。
※受診券（はがき）は５月下旬に奈良県後期
高齢者広域連合より健診対象の方へ送付さ
れます。

◎新型コロナウイルス感染症の動向に応じて、
口腔健診事業の内容を一部変更する場合があ
りますのでご注意ください。

後期高齢者を対象に「お口の健康診査」口腔健診を実施します

【口腔健診実施歯科医療機関一覧表　吉野町・大淀町・下北山村】

【お問合せ先】奈良県後期高齢者医療広域連合事業課　☎0744－29－8430

お問合せ先

☎0746-36-6953

☎0746-32-2568

☎0746-32-5048

☎0746-32-8134

☎0746-32-2623

☎0747-52-0821

☎0747-52-2266

☎0747-52-7841

☎0746-32-0006

☎0747-52-2468

☎07468-6-0130

所在地

〒639-3433 吉野郡吉野町新子364

〒639-3111 吉野郡吉野町上市2345

〒639-3114 吉野郡吉野町丹治135-3

〒639-3103 吉野郡吉野町平尾312

〒639-3112 吉野郡吉野町立野222-1

〒638-0821 吉野郡大淀町下渕195-1

〒638-0821 吉野郡大淀町下渕908-1

〒638-0821 吉野郡大淀町下渕96

〒639-3126 吉野郡大淀町新野241-1

〒638-0812 吉野郡大淀町桧垣1677-1

〒639-3803 吉野郡下北山村寺垣内1033

施設名

木 村 歯 科 医 院

森 口 歯 科 医 院

笹 木 歯 科 医 院

辻 井 歯 科 医 院

土 居 歯 科 医 院

今 元 歯 科

岡 下 歯 科 医 院

今 西 歯 科 医 院

尾 上 歯 科 医 院

う え む ら 歯 科 医 院

下北山村歯科診療所

№792 R５（2023）.６ （　　　）〈広報　下北山〉 4



　～
空
き
家
で
お
困
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毎年６月は土砂災害防止月間です
～あなたの住んでいる地域は安全ですか？～

　平成23年9月。紀伊半島に台風12号が上陸

し、奈良県でも南部地域を中心に記録的な豪

雨に見舞われました。この台風による降水量

は年間降水量の約６割にも及んだ地域もあ

り、死者・行方不明者24名、全・半壊家屋

118棟という甚大な被害が発生しました。

　このような土砂災害を防ぐために村では、

砂防事業等のほか、土砂災害警戒区域及び特

別警戒区域が記載されたハザードマップを作

製しております。

　このハザードマップは、過去に各家庭に配

布しましたが村のホームページで確認するこ

ともできます。

　また、新たに転入された方や、追加で必要

な場合、下北山村役場で配布しております。

　毎年６月は土砂災害防止月間です。みなさ

んも自分の住んでいる地区が安全かどうかを

確かめ、災害に対する心構えをいま一度見つ

め直して頂きますようお願いいたします。

総務課　消防・防災係　07468-6-0001 土砂災害ハザードマップ※役場にて配布しております。
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し
ま
す
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　高齢者の健康を保持・増進し、生活の質（Ｑ
ＯＬ）の向上を図り、健康寿命の延伸を目的と
します。

【健診対象者】75歳・80歳・85歳（4月1日現在）
の奈良県後期高齢者医療加入者

【健診料】無料
【実施期間】６月１日～ 11月30日
【実施方法】一般社団法人奈良県歯科医師会に属

する奈良県の歯科医療機関にて、口腔健診を
実施

【口腔健診の申込み方法】
口腔健診実施歯科医療機関一覧表にある歯科
医療機関へ、事前にご予約いただき、受診当
日に受診券（はがき）※と被保険者証をご持参
ください。
※受診券（はがき）は５月下旬に奈良県後期
高齢者広域連合より健診対象の方へ送付さ
れます。

◎新型コロナウイルス感染症の動向に応じて、
口腔健診事業の内容を一部変更する場合があ
りますのでご注意ください。

後期高齢者を対象に「お口の健康診査」口腔健診を実施します

【口腔健診実施歯科医療機関一覧表　吉野町・大淀町・下北山村】

【お問合せ先】奈良県後期高齢者医療広域連合事業課　☎0744－29－8430

お問合せ先

☎0746-36-6953

☎0746-32-2568

☎0746-32-5048

☎0746-32-8134

☎0746-32-2623

☎0747-52-0821

☎0747-52-2266

☎0747-52-7841

☎0746-32-0006

☎0747-52-2468

☎07468-6-0130

所在地

〒639-3433 吉野郡吉野町新子364

〒639-3111 吉野郡吉野町上市2345

〒639-3114 吉野郡吉野町丹治135-3

〒639-3103 吉野郡吉野町平尾312

〒639-3112 吉野郡吉野町立野222-1

〒638-0821 吉野郡大淀町下渕195-1

〒638-0821 吉野郡大淀町下渕908-1

〒638-0821 吉野郡大淀町下渕96

〒639-3126 吉野郡大淀町新野241-1

〒638-0812 吉野郡大淀町桧垣1677-1

〒639-3803 吉野郡下北山村寺垣内1033
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下北山村行政組織図および人員配置 令和5年4月1日現在

主事補

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
長
柄
（
な
が
ら
）

で
す
。
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
隔
月
投
稿
「
森

の
し
ご
と
記
」
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
ご
好

評
⁉
を
頂
き
、
無
事
、
第
２
回
目
の
投
稿

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
前
回
４

月
号
で
は
鋼
鉄
の
決
意
「
選
木
」
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
舞

台
と
な
っ
た
下
北
山
村
の
「
滝
の
谷
」
と

「
奈
良
型
作
業
道
」
に
つ
い
て
記
し
て
み

ま
す
。

【
滝
の
谷
】

　「
滝
の
谷
」
は
、
下
北
山
村
寺
垣
内
に

あ
り
、
歴
代
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
諸
先

輩
方
々
が
努
力
を
重
ね
て
作
業
道
を
切
り

開
く
と
と
も
に
、
現
在
で
も
、
私
の
よ
う

な
林
業
初
心
者
の
練
度
向
上
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
兼
ね
つ
つ
、
道
の
改
良
延
伸
を
施

し
な
が
ら
拡
張
さ
れ
て
い
る
里
山
の
林
業

施
業
地
で
す
。
昨
年
、
初
心
者
の
私
は
こ

の
「
滝
の
谷
」
で
間
伐
を
行
う
た
め
の
非

情
と
も
い
え
る
「
選
木
」
を
教
わ
る
と
と

も
に
、

•
選
木
し
た
立
木
の
「
伐
倒
」

•
伐
倒
木
を
丸
太
に
す
る
「
造
材
」

•
造
材
し
た
木
を
集
め
る
「
集
材
」

•
集
材
し
た
木
を
市
場
や
製
材
所
に
持
っ

て
い
く
「
搬
出
」
と
い
う
各
工
程
を
実
体

験
と
し
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら

間
伐
の
活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
敷
設

さ
れ
る
作
業
道
は
「
奈
良
型
作
業
道
」
と

呼
ば
れ
、
そ
の
造
成
技
術
を
学
ぶ
場
と
し

て
も
「
滝
の
谷
」
が
活
用
さ
れ
、
現
在
約

７
０
０
ｍ
の
道
が
標
高
差
１
０
０
ｍ
の
急

傾
斜
地
に
築
か
れ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
育
成
の
母
と
な
る
※
施
業
地
「
滝
の
谷
」

と
し
て
慕
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

【
奈
良
型
作
業
道
】

　さ
て
、
こ
の
「
滝
の
谷
」
で
行
わ
れ
て

い
る
作
業
道
づ
く
り
は
、
間
伐
し
た
木
を

市
場
や
製
材
所
に
運
び
出
す
た
め
、
２
ｔ

ダ
ン
プ
が
走
れ
る
ぎ
り
ぎ
り
の
幅
で
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
ぎ
り
ぎ
り
で
作
る
理
由
は
、

山
を
過
度
に
傷
つ
け
な
い
た
め
で
す
。
道

幅
が
広
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
路
面
部
分
の

木
を
余
計
に
伐
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、

山
の
斜
面
を
切
り
取
る
部
分
も
大
き
く
な

り
、
結
果
と
し
て
崩
れ
や
す
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
利
益
と
不
利
益
が
相
反

す
る
環
境
に
お
い
て
、
で
き
る
だ
け
山
の

自
然
環
境
を
保
全
し
つ
つ
、
森
の
成
長
を

助
け
る
整
備
と
伐
り
出
さ
れ
る
木
材
資
源

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
生
み
出
さ
れ

た
工
法
が
「
奈
良
型
作
業
道
」
で
す
。「
奈

良
型
作
業
道
」
は
、
奈
良
県
の
急
峻
な
地

形
、
脆
弱
な
地
質
、
日
本
有
数
の
多
雨
地

域
等
の
自
然
特
性
を
踏
ま
え
て
、
壊
れ
に

く
く
繰
り
返
し
使
用
で
き
る
よ
う
奈
良
県

独
自
の
基
準
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
北

山
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
は
、
毎
月
３

回
（
年
36
回
）、
こ
の
「
奈
良
型
作
業
道
」

造
成
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
岡
橋
一

嘉
先
生
を
お
招
き
し
て
工
法
指
導
を
受

け
、
造
成
技
術
向
上
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

こ
の
頻
度
で
岡
橋
先
生
か
ら
直
接
教
わ
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
は
と
て
も
貴
重
で
あ

り
、
今
年
度
入
隊
の
金
原
さ
ん
は
、
林
業

経
歴
20
年
の
大
ベ
テ
ラ
ン
で
す
が
「
奈
良

型
作
業
道
」
に
惚
れ
込
み
学
び
た
い
一
心

で
下
北
山
村
協
力
隊
を
志
願
し
て
き
た
そ

う
で
す
。
ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま

す
。
私
、「
奈
良
型
作
業
道
」
知
ら
ず
に

村
に
来
て
…
下
北
山
村
っ
て
こ
ん
な
に
恵

ま
れ
た
所
だ
っ
て
知
ら
な
く
て
。。。

超
ラ
ッ
キ
～

　
　
　
　つ
づ
く

下北山村
森のしごと記－第２回－

(^^)/

滝の谷第２支線を造成する谷内先輩

※2023年現在、協力隊員育成エリアは佐田、池峰にもあります。

改良工事後の奈良型作業道
（滝の谷本線）

奈良型作業道習得に情熱を燃やす
ベテラン新人の金原（かねはら）さん
（写真は滝の谷本線の枯松伐倒）
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下北山村行政組織図および人員配置 令和5年4月1日現在

主事補

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
長
柄
（
な
が
ら
）

で
す
。
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
隔
月
投
稿
「
森

の
し
ご
と
記
」
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
ご
好

評
⁉
を
頂
き
、
無
事
、
第
２
回
目
の
投
稿

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
前
回
４

月
号
で
は
鋼
鉄
の
決
意
「
選
木
」
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
舞

台
と
な
っ
た
下
北
山
村
の
「
滝
の
谷
」
と

「
奈
良
型
作
業
道
」
に
つ
い
て
記
し
て
み

ま
す
。

【
滝
の
谷
】

　「
滝
の
谷
」
は
、
下
北
山
村
寺
垣
内
に

あ
り
、
歴
代
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
諸
先

輩
方
々
が
努
力
を
重
ね
て
作
業
道
を
切
り

開
く
と
と
も
に
、
現
在
で
も
、
私
の
よ
う

な
林
業
初
心
者
の
練
度
向
上
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
兼
ね
つ
つ
、
道
の
改
良
延
伸
を
施

し
な
が
ら
拡
張
さ
れ
て
い
る
里
山
の
林
業

施
業
地
で
す
。
昨
年
、
初
心
者
の
私
は
こ

の
「
滝
の
谷
」
で
間
伐
を
行
う
た
め
の
非

情
と
も
い
え
る
「
選
木
」
を
教
わ
る
と
と

も
に
、

•
選
木
し
た
立
木
の
「
伐
倒
」

•
伐
倒
木
を
丸
太
に
す
る
「
造
材
」

•
造
材
し
た
木
を
集
め
る
「
集
材
」

•
集
材
し
た
木
を
市
場
や
製
材
所
に
持
っ

て
い
く
「
搬
出
」
と
い
う
各
工
程
を
実
体

験
と
し
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら

間
伐
の
活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
敷
設

さ
れ
る
作
業
道
は
「
奈
良
型
作
業
道
」
と
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れ
、
そ
の
造
成
技
術
を
学
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場
と
し

て
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「
滝
の
谷
」
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活
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さ
れ
、
現
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約

７
０
０
ｍ
の
道
が
標
高
差
１
０
０
ｍ
の
急

傾
斜
地
に
築
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れ
、
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協
力
隊

員
育
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※
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。
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伐
し
た
木
を

市
場
や
製
材
所
に
運
び
出
す
た
め
、
２
ｔ

ダ
ン
プ
が
走
れ
る
ぎ
り
ぎ
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作
ら
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ぎ
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は
、
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伐
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き
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伐
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踏
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独
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。

こ
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岡
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が
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と
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ベ
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が
「
奈
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型
作
業
道
」
に
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れ
込
み
学
び
た
い
一
心

で
下
北
山
村
協
力
隊
を
志
願
し
て
き
た
そ

う
で
す
。
ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま

す
。
私
、「
奈
良
型
作
業
道
」
知
ら
ず
に

村
に
来
て
…
下
北
山
村
っ
て
こ
ん
な
に
恵
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滝の谷第２支線を造成する谷内先輩

※2023年現在、協力隊員育成エリアは佐田、池峰にもあります。
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ベテラン新人の金原（かねはら）さん
（写真は滝の谷本線の枯松伐倒）
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　新
緑
の
美
し
い
季
節
も
過
ぎ
、
い
よ

い
よ
梅
雨
の
季
節
で
す
ね
。
こ
の
時
期

は
食
中
毒
に
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

食
べ
物
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
ね
。

◎
総
合
健
診
の
結
果
説
明

　み
な
さ
ま
、
総
合
健
診
は
受
け
て
頂

け
ま
し
た
か
？
健
診
は
受
け
る
こ
と
も

大
切
で
す
が
、
受
け
た
後
が
と
っ
て
も

大
切
で
す
。
ご
自
身
の
健
康
に
つ
い
て

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　そ
こ
で
、
健
診
の
結
果
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
は
、
管
理
栄
養
士
、

歯
科
衛
生
士
、
保
健
師
と
個
別
に
相
談

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
こ
ち
ら
は
「
し
も
き
た
健
康
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
の
対
象
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
豪
華

な
賞
品
を
手
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
ね
。

【
内
容
】
総
合
健
診
（
各
種
が
ん
検
診
）

の
結
果
返
却
、
個
別
相
談

【
開
催
日
時
】

６
月
28
日
（
水
）

•
寺
垣
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　午
前
10
時
～
午
前
11
時

•

保
健
セ
ン
タ
ー

　午
後
１
時
～
午
後
２
時

•

桑
原
公
民
館

午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

６
月
29
日
（
木
）

•

池
峰
公
民
館

　午
前
10
時
～
午
前
11
時

•

佐
田
公
民
館

　午
後
１
時
～
午
後
２
時

•

池
原
公
民
館

　午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

【
持
ち
物
】
健
康
手
帳

【
問
い
合
わ
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

　☎
６

－

０
０
１
５

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
ご
長
寿
企
画
！

　
　
　目
指
せ
！
健
康
長
寿
教
室

　頭
を
動
か
す
脳
ト
レ
、
体
を
動
か
す

体
操
、
栄
養
の
お
話
と
盛
沢
山
の
企
画

で
す
！
体
操
は
椅
子
に
座
っ
て
で
き
る

体
操
で
す
。
健
康
で
長
生
き
の
秘
訣
を

公
開
し
ま
す
！

【
日
時
】
７
月
６
日
（
木
）

　
　
　　午
前
10
時
30
分
～
正
午

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】
管
理
栄
養
士

　伊
藤
宏
子

　イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　松
岡
岳
史

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
問
い
合
わ
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

　☎
６

－

０
０
１
５

◎
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　高
齢
者
の
死
因
上
位
を
占
め
る
肺
炎

は
、
季
節
を
問
わ
ず
か
か
り
や
す
い
病

気
の
ひ
と
つ
で
す
。こ
の
予
防
接
種
は
、

肺
炎
の
原
因
菌
の
う
ち
約
８
割
に
対

し
、
予
防
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
対
象
者
】

①
村
内
に
住
所
を
お
く
65
歳
以
上
の
方

で
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

②
平
成
30
年
度
以
前
に
１
回
目
の
接
種

を
終
了
し
た
方

【
公
費
助
成
】
３
，
０
０
０
円

（
実
質
費
用
６
，
０
０
０
円
の
う
ち

半
額
助
成
）

【
申
込
期
間
】

６
月
12
日
（
月
）
～
30
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※

土
日
除
く

【
実
施
日
時
】

診
療
所
よ
り
調
整
後
、
個
別
に
連
絡

し
ま
す
。

【
場
所
・
申
込
先
】

下
北
山
村
国
保
診
療
所

☎
６

－

０
１
３
０

　はじめまして！ 4月から「自伐協力隊」として入隊
しました、金原博之（かねはら ひろゆき）56歳（寺垣内）
です！出身は愛媛県松山市です。
　転入してから１ヶ月経ちますが、毎週末「あれ買い
に行かなきゃ！」て感じです。
　私が下北山村に来た目的はハッキリしていて「奈良
型作業道」を自分のものにして、それを基にした「自
伐型林業」をこの下北山村で行いながら、暮らして行
くことです。今  1 ヶ月経ってそれだけでは足りない
事がわかってきました。
　それは「山主さん、役場、協力隊で提案し共有しながらこの下北山村の里山にずっとかかわって、
良くしていこう！」という意識です。
　私は多少林業経験がありますが、林業は分業化されています。その中の一部分を経験している
という事です。でも下北山村の自伐協力隊は違いました。小さいですが、他は分業している事を
ほぼ最初から最後まで行うように感じています。
　「奈良型作業道」の魅力は、山にインフラである道を作ると資産になり、それを継続的に使い
続ける「自伐型林業」とが合わさる事で山の価値が上がることだと思っています。その事で下北
山村の森林を、林業・環境保全・レクリエーションの大きな3要素を1つの森林で機能させる事を、
目標として行動していく事が理念のように感じています。だから全然たりてない！でもすごく魅
力的な場所に来たなと思っています。
　下北山村のことを、この一年を通していっぱい感じて協力隊として、個人としてやれる事をみ
つけて、導かれて、行っていけたら良いなと思っています。
　皆様　今後ともよろしくお願いいたします。

《下北若返り塾》今年も体力テストやります！各字で２回開催します。１回目は理学療法士の西田先

生、２回目は阪川歯科衛生士をお招きし、講話を予定しております。簡単な体力テストをし、体年

齢を知って更なる健康長寿を目指しましょう

※保健センター実施時に、下桑原地区の送迎があります。

〈問合せ先〉保健センター　☎６－００１５

地域おこし協力隊員　紹介

〈講師〉理学療法士　西田 宗幹（秋津鴻池病院）

　　　　歯科衛生士　阪川 梓

〈内容〉簡単な体力テスト（握力、歩行の速さ等）

　　　　講話（介護予防、歯のお話、フレイル予防）

〈日時・場所〉

　　　　ＡＭ：午前10時30分～午前11時45分

　　　　ＰＭ：午後１時30分～午後２時45分

開催場所

池峰公民館

保健センター（浦向・下桑原）

寺垣内コミュニティセンター

桑原公民館

佐田公民館

池原公民館

理学療法士

７月７日（金）ＰＭ

７月28日（金）ＰＭ

８月４日（金）ＰＭ

９月１日（金）ＰＭ

10月６日（金）ＰＭ

11月10日（金）ＰＭ

歯科衛生士

12月１日（金）ＰＭ

３月８日（金）ＡＭ

３月14日（木）ＰＭ

３月14日（木）ＡＭ

３月15日（金）ＡＭ

３月15日（金）ＰＭ

出張！巡回運動教室（介護予防）
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取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
ね
。

◎
総
合
健
診
の
結
果
説
明

　み
な
さ
ま
、
総
合
健
診
は
受
け
て
頂

け
ま
し
た
か
？
健
診
は
受
け
る
こ
と
も

大
切
で
す
が
、
受
け
た
後
が
と
っ
て
も

大
切
で
す
。
ご
自
身
の
健
康
に
つ
い
て

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　そ
こ
で
、
健
診
の
結
果
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
は
、
管
理
栄
養
士
、

歯
科
衛
生
士
、
保
健
師
と
個
別
に
相
談

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
こ
ち
ら
は
「
し
も
き
た
健
康
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
の
対
象
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
豪
華

な
賞
品
を
手
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
ね
。

【
内
容
】
総
合
健
診
（
各
種
が
ん
検
診
）

の
結
果
返
却
、
個
別
相
談

【
開
催
日
時
】

６
月
28
日
（
水
）

•

寺
垣
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　午
前
10
時
～
午
前
11
時

•

保
健
セ
ン
タ
ー

　午
後
１
時
～
午
後
２
時

•

桑
原
公
民
館

午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

６
月
29
日
（
木
）

•

池
峰
公
民
館

　午
前
10
時
～
午
前
11
時

•

佐
田
公
民
館

　午
後
１
時
～
午
後
２
時

•

池
原
公
民
館

　午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

【
持
ち
物
】
健
康
手
帳

【
問
い
合
わ
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

　☎
６

－

０
０
１
５

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
ご
長
寿
企
画
！

　
　
　目
指
せ
！
健
康
長
寿
教
室

　頭
を
動
か
す
脳
ト
レ
、
体
を
動
か
す

体
操
、
栄
養
の
お
話
と
盛
沢
山
の
企
画

で
す
！
体
操
は
椅
子
に
座
っ
て
で
き
る

体
操
で
す
。
健
康
で
長
生
き
の
秘
訣
を

公
開
し
ま
す
！

【
日
時
】
７
月
６
日
（
木
）

　
　
　　午
前
10
時
30
分
～
正
午

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】
管
理
栄
養
士

　伊
藤
宏
子

　イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　松
岡
岳
史

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
問
い
合
わ
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

　☎
６

－

０
０
１
５

◎
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　高
齢
者
の
死
因
上
位
を
占
め
る
肺
炎

は
、
季
節
を
問
わ
ず
か
か
り
や
す
い
病

気
の
ひ
と
つ
で
す
。こ
の
予
防
接
種
は
、

肺
炎
の
原
因
菌
の
う
ち
約
８
割
に
対

し
、
予
防
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
対
象
者
】

①
村
内
に
住
所
を
お
く
65
歳
以
上
の
方

で
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

②
平
成
30
年
度
以
前
に
１
回
目
の
接
種

を
終
了
し
た
方

【
公
費
助
成
】
３
，
０
０
０
円

（
実
質
費
用
６
，
０
０
０
円
の
う
ち

半
額
助
成
）

【
申
込
期
間
】

６
月
12
日
（
月
）
～
30
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※

土
日
除
く

【
実
施
日
時
】

診
療
所
よ
り
調
整
後
、
個
別
に
連
絡

し
ま
す
。

【
場
所
・
申
込
先
】

下
北
山
村
国
保
診
療
所

☎
６

－

０
１
３
０

　はじめまして！ 4月から「自伐協力隊」として入隊
しました、金原博之（かねはら ひろゆき）56歳（寺垣内）
です！出身は愛媛県松山市です。
　転入してから１ヶ月経ちますが、毎週末「あれ買い
に行かなきゃ！」て感じです。
　私が下北山村に来た目的はハッキリしていて「奈良
型作業道」を自分のものにして、それを基にした「自
伐型林業」をこの下北山村で行いながら、暮らして行
くことです。今  1 ヶ月経ってそれだけでは足りない
事がわかってきました。
　それは「山主さん、役場、協力隊で提案し共有しながらこの下北山村の里山にずっとかかわって、
良くしていこう！」という意識です。
　私は多少林業経験がありますが、林業は分業化されています。その中の一部分を経験している
という事です。でも下北山村の自伐協力隊は違いました。小さいですが、他は分業している事を
ほぼ最初から最後まで行うように感じています。
　「奈良型作業道」の魅力は、山にインフラである道を作ると資産になり、それを継続的に使い
続ける「自伐型林業」とが合わさる事で山の価値が上がることだと思っています。その事で下北
山村の森林を、林業・環境保全・レクリエーションの大きな3要素を1つの森林で機能させる事を、
目標として行動していく事が理念のように感じています。だから全然たりてない！でもすごく魅
力的な場所に来たなと思っています。
　下北山村のことを、この一年を通していっぱい感じて協力隊として、個人としてやれる事をみ
つけて、導かれて、行っていけたら良いなと思っています。
　皆様　今後ともよろしくお願いいたします。

《下北若返り塾》今年も体力テストやります！各字で２回開催します。１回目は理学療法士の西田先

生、２回目は阪川歯科衛生士をお招きし、講話を予定しております。簡単な体力テストをし、体年

齢を知って更なる健康長寿を目指しましょう

※保健センター実施時に、下桑原地区の送迎があります。

〈問合せ先〉保健センター　☎６－００１５

地域おこし協力隊員　紹介

〈講師〉理学療法士　西田 宗幹（秋津鴻池病院）

　　　　歯科衛生士　阪川 梓

〈内容〉簡単な体力テスト（握力、歩行の速さ等）

　　　　講話（介護予防、歯のお話、フレイル予防）

〈日時・場所〉

　　　　ＡＭ：午前10時30分～午前11時45分

　　　　ＰＭ：午後１時30分～午後２時45分

開催場所

池峰公民館

保健センター（浦向・下桑原）

寺垣内コミュニティセンター

桑原公民館

佐田公民館

池原公民館

理学療法士

７月７日（金）ＰＭ

７月28日（金）ＰＭ

８月４日（金）ＰＭ

９月１日（金）ＰＭ

10月６日（金）ＰＭ

11月10日（金）ＰＭ

歯科衛生士

12月１日（金）ＰＭ

３月８日（金）ＡＭ

３月14日（木）ＰＭ

３月14日（木）ＡＭ

３月15日（金）ＡＭ

３月15日（金）ＰＭ

出張！巡回運動教室（介護予防）
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　令和６年度以降使用される小学校の教科書などを、下記の

教科書センター等で展示します。

１　展示場所（教科書センター）

吉野町教育委員会事務局内　　（吉野町上市）

川上村立川上中学校　　　　　（川上村人知）

下北山村立下北山小中学校　　（下北山村下池原）

十津川村立十津川第一小学校　（十津川村小原）

野迫川村山村振興センター　　（野迫川村北股）

２　展示期間　令和５年６月14日㈬～７月12日㈬

午前９時～学校及び施設の終了時刻まで

○なお、県立教育研究所（磯城郡田原本町秦庄℡0744-33-8900㈹）

　等においても展示しています。

教 科 書 展 示 会 の
開 催 に つ い て

み
ず

か
ん

も
ん

た
い
せ
つ

お
ん

あ
ん

つ
づ

わ
た
し

く
し
ん

せ
か
い
じ
ゅ
う

し
ん
ぱ
い

き
こ
う
へ
ん
ど
う

だ
ん
か

だ
い

へ

き
ょ
う

　閲覧をご希望される方は、事前に教科書センターが設置され

ている町村教育委員会に、お問合わせください。

　休日は、閲覧できません。

吉野町教育委員会 （吉野町上市133 ℡0746-32-0190）

川上村　　〃　　 （川上村迫1374-2 ℡0746-52-0144）

下北山村　〃　　 （下北山村寺垣内983 ℡07468-6-0901）

十津川村　〃　　 （十津川村小原225-1 ℡0746-62-0003）

野迫川村　〃　　 （野迫川村北股84 ℡0747-37-2101）

集
中
豪
雨
・
台
風
に
備
え
て

「
気
象
情
報
を
聞
き
、
早
め
の
対
応

を
！
」

•
避
難
に
備
え
て
非
常
持
出
品
の
点
検

•
ベ
ラ
ン
ダ
の
小
物
を
取
り
込
む

•
危
険
物
の
漏
れ
出
し
を
防
止

•
雨
戸
や
窓
を
補
強

•
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
に
注

意
•
ご
近
所
さ
ん
と
声
か
け

•
近
く
の
危
険
箇
所
、
避
難
所
を
把
握

「
危
険
で
す
！
そ
の
行
動
」

•
豪
雨
、
強
風
下
で
の
屋
根
瓦
の
補
強

は
大
変
危
険
で
す

•
急
な
増
水
に
よ
り
流
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
河
川
や
田
畑
の
水
路
に

は
近
づ
か
な
い

•
河
原
で
の
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
行
う
際
は
、
降
雨
に
注
意

し
早
め
の
避
難

「
土
砂
災
害
の
前
ぶ
れ
」

〇
崖
崩
れ

•
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
る

駐在さん通信駐在さん通信

•
崖
に
裂
け
目
が
で
き
る

•
崖
か
ら
水
が
わ
き
出
る

〇
地
滑
り

•
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

•
陥
没
や
隆
起
が
生
じ
る

〇
土
砂
流

•
ド
ン
と
い
う
山
な
り
が
な
る

•
川
の
水
が
急
に
減
り
始
め
る

•
川
の
水
が
濁
っ
て
く
る

「
警
戒
レ
ベ
ル
「
４
」
で
全
員
避
難
」

警
戒
レ
ベ
ル
「
３
」
で
避
難
に
時
間
を

要
す
る
ご
高
齢
の
方
と
そ
の
支
援
者
は

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
に
注
意
！

　道
路
を
横
断
歩
行
中
に
車
に
は
ね
ら

れ
、
お
亡
く
な
り
に
な
る
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　車
を
運
転
す
る
際
は
、
歩
行
者
（
特

に
高
齢
者
・
子
ど
も
）
を
見
か
け
た
ら

減
速
！

　横
断
歩
道
を
横
断
す
る
歩
行
者
が
い

る
と
き
は
、
横
断
歩
道
の
手
前
で
停
止

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
歩
行
者

が
優
先
で
す
）

　夜
間
走
行
の
際
、
先
行
車
・
対
向
車

が
な
い
時
は
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
上
向

き
に
し
て
歩
行
者
・
動
物
・
落
下
物
を

早
く
発
見
で
き
る
よ
う
に
有
効
に
ハ
イ

ビ
ー
ム
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　歩
行
者
の
方
は
、
横
断
歩
道
が
あ
れ

ば
横
断
歩
道
を
横
断
し
ま
し
ょ
う
。
道

路
を
横
断
す
る
際
は
、
左
右
の
安
全
確

認
を
確
実
に
。

　夕
方
、
日
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

夜
間
の
歩
行
は
明
る
い
服
装
、
反
射
材

の
着
用
や
ラ
イ
ト
を
持
っ
て
車
の
運
転

手
に
早
く
気
づ
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　車
は
大
変
便
利
な
乗
り
物
で
す
が
、

運
転
を
誤
れ
ば
非
常
に
危
険
な
凶
器
に

な
っ
て
し
ま
い
、
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
事
に
な
り
ま
す
。
歩
行
者
を
守
る
た

め
一
人
一
人
が
安
全
運
転
に
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　役
場
の
職
員
や
警
察
官
が
、
電
話
で

銀
行
の
口
座
や
残
高
を
聞
く
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　電
話
口
で
お
金
の
話
が
出
れ
ば
「
詐

欺
」
と
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

　少
し
で
も
不
審
に
感
じ
れ
ば
、
決
し

て
一
人
で
判
断
せ
ず
、
慌
て
ず
一
呼
吸

落
ち
着
い
て
、
家
族
や
警
察
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
絶
対
に
渡
さ

な
い
、
暗
証
番
号
を
教
え
な
い
。

　留
守
番
電
話
の
活
用
、
防
犯
機
能
付

き
電
話
機
の
導
入
も
検
討
し
て
く
だ
さ

い
！

　５
月
11
日
～
５
月
20
日
の
「
春
の
交

通
安
全
県
民
運
動
」の
実
施
に
合
わ
せ
、

５
月
10
日
吉
野
警
察
署
駐
在
所
員
と
、

交
通
安
全
協
会
吉
野
支
部
下
北
山
分
会

会
員
に
よ
り
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
が

ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口
付
近
の
国
道
１
６

９
号
線
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　今
春
の
県
民
運
動
は
統
一
地
方
選
挙

の
日
程
に
よ
り
５
月
の
実
施
と
な
り
、

「
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安

全
の
確
保
」「
横
断
歩
行
者
事
故
等
の

防
止
と
安
全
運
転
意
識
の
向
上
」「
自

転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー

ル
遵
守
の
徹
底
」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　運
動
期
間
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
歩

行
者
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
引
き
続
き
交

通
安
全
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
・

啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
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　令和６年度以降使用される小学校の教科書などを、下記の

教科書センター等で展示します。

１　展示場所（教科書センター）

吉野町教育委員会事務局内　　（吉野町上市）

川上村立川上中学校　　　　　（川上村人知）

下北山村立下北山小中学校　　（下北山村下池原）

十津川村立十津川第一小学校　（十津川村小原）

野迫川村山村振興センター　　（野迫川村北股）

２　展示期間　令和５年６月14日㈬～７月12日㈬

午前９時～学校及び施設の終了時刻まで

○なお、県立教育研究所（磯城郡田原本町秦庄℡0744-33-8900㈹）

　等においても展示しています。

教 科 書 展 示 会 の
開 催 に つ い て

み
ず

か
ん

も
ん

た
い
せ
つ

お
ん

あ
ん

つ
づ

わ
た
し

く
し
ん

せ
か
い
じ
ゅ
う

し
ん
ぱ
い

き
こ
う
へ
ん
ど
う

だ
ん
か

だ
い

へ

き
ょ
う

　閲覧をご希望される方は、事前に教科書センターが設置され

ている町村教育委員会に、お問合わせください。

　休日は、閲覧できません。

吉野町教育委員会 （吉野町上市133 ℡0746-32-0190）

川上村　　〃　　 （川上村迫1374-2 ℡0746-52-0144）

下北山村　〃　　 （下北山村寺垣内983 ℡07468-6-0901）

十津川村　〃　　 （十津川村小原225-1 ℡0746-62-0003）

野迫川村　〃　　 （野迫川村北股84 ℡0747-37-2101）

集
中
豪
雨
・
台
風
に
備
え
て

「
気
象
情
報
を
聞
き
、
早
め
の
対
応

を
！
」

•
避
難
に
備
え
て
非
常
持
出
品
の
点
検

•
ベ
ラ
ン
ダ
の
小
物
を
取
り
込
む

•
危
険
物
の
漏
れ
出
し
を
防
止

•
雨
戸
や
窓
を
補
強

•
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
に
注

意
•
ご
近
所
さ
ん
と
声
か
け

•
近
く
の
危
険
箇
所
、
避
難
所
を
把
握

「
危
険
で
す
！
そ
の
行
動
」

•
豪
雨
、
強
風
下
で
の
屋
根
瓦
の
補
強

は
大
変
危
険
で
す

•
急
な
増
水
に
よ
り
流
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
河
川
や
田
畑
の
水
路
に

は
近
づ
か
な
い

•
河
原
で
の
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
行
う
際
は
、
降
雨
に
注
意

し
早
め
の
避
難

「
土
砂
災
害
の
前
ぶ
れ
」

〇
崖
崩
れ

•
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
る

駐在さん通信駐在さん通信

•
崖
に
裂
け
目
が
で
き
る

•
崖
か
ら
水
が
わ
き
出
る

〇
地
滑
り

•
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

•
陥
没
や
隆
起
が
生
じ
る

〇
土
砂
流

•
ド
ン
と
い
う
山
な
り
が
な
る

•
川
の
水
が
急
に
減
り
始
め
る

•
川
の
水
が
濁
っ
て
く
る

「
警
戒
レ
ベ
ル
「
４
」
で
全
員
避
難
」

警
戒
レ
ベ
ル
「
３
」
で
避
難
に
時
間
を

要
す
る
ご
高
齢
の
方
と
そ
の
支
援
者
は

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
に
注
意
！

　道
路
を
横
断
歩
行
中
に
車
に
は
ね
ら

れ
、
お
亡
く
な
り
に
な
る
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　車
を
運
転
す
る
際
は
、
歩
行
者
（
特

に
高
齢
者
・
子
ど
も
）
を
見
か
け
た
ら

減
速
！

　横
断
歩
道
を
横
断
す
る
歩
行
者
が
い

る
と
き
は
、
横
断
歩
道
の
手
前
で
停
止

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
歩
行
者

が
優
先
で
す
）

　夜
間
走
行
の
際
、
先
行
車
・
対
向
車

が
な
い
時
は
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
上
向

き
に
し
て
歩
行
者
・
動
物
・
落
下
物
を

早
く
発
見
で
き
る
よ
う
に
有
効
に
ハ
イ

ビ
ー
ム
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　歩
行
者
の
方
は
、
横
断
歩
道
が
あ
れ

ば
横
断
歩
道
を
横
断
し
ま
し
ょ
う
。
道

路
を
横
断
す
る
際
は
、
左
右
の
安
全
確

認
を
確
実
に
。

　夕
方
、
日
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

夜
間
の
歩
行
は
明
る
い
服
装
、
反
射
材

の
着
用
や
ラ
イ
ト
を
持
っ
て
車
の
運
転

手
に
早
く
気
づ
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　車
は
大
変
便
利
な
乗
り
物
で
す
が
、

運
転
を
誤
れ
ば
非
常
に
危
険
な
凶
器
に

な
っ
て
し
ま
い
、
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
事
に
な
り
ま
す
。
歩
行
者
を
守
る
た

め
一
人
一
人
が
安
全
運
転
に
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　役
場
の
職
員
や
警
察
官
が
、
電
話
で

銀
行
の
口
座
や
残
高
を
聞
く
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　電
話
口
で
お
金
の
話
が
出
れ
ば
「
詐

欺
」
と
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

　少
し
で
も
不
審
に
感
じ
れ
ば
、
決
し

て
一
人
で
判
断
せ
ず
、
慌
て
ず
一
呼
吸

落
ち
着
い
て
、
家
族
や
警
察
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
絶
対
に
渡
さ

な
い
、
暗
証
番
号
を
教
え
な
い
。

　留
守
番
電
話
の
活
用
、
防
犯
機
能
付

き
電
話
機
の
導
入
も
検
討
し
て
く
だ
さ

い
！

　５
月
11
日
～
５
月
20
日
の
「
春
の
交

通
安
全
県
民
運
動
」の
実
施
に
合
わ
せ
、

５
月
10
日
吉
野
警
察
署
駐
在
所
員
と
、

交
通
安
全
協
会
吉
野
支
部
下
北
山
分
会

会
員
に
よ
り
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
が

ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口
付
近
の
国
道
１
６

９
号
線
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　今
春
の
県
民
運
動
は
統
一
地
方
選
挙

の
日
程
に
よ
り
５
月
の
実
施
と
な
り
、

「
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安

全
の
確
保
」「
横
断
歩
行
者
事
故
等
の

防
止
と
安
全
運
転
意
識
の
向
上
」「
自

転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー

ル
遵
守
の
徹
底
」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　運
動
期
間
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
歩

行
者
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
引
き
続
き
交

通
安
全
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
・

啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和５年 （2023） 月号　No.7926

後列　平井議員・松本議員
前列　和田議員・栗本議員・南村長・北議員・辻之内議員

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和５年４月30日現在

転入　13人
出生　１人
転出　６人
死亡　２人

人　口
男
女
世帯数

812人
374人
438人
525戸

先月比
6）
1）
5）
6）

（＋
（＋
（＋
（＋

　昭和61年の開設以来、体操服と遊び着については、
男の子、女の子という性別で色分けをしておりましたが、
性の多様性を尊重するため、統一した色の服装に変更し
ました。

下北山保育所園児の体操服と
遊び着をリニューアル

下北山保育所園児の体操服と
遊び着をリニューアル

体操服（帽子は組分けで色指定）青・黄・赤・桃組

遊び着  青組
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